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� はじめに
文字認識において，文字画像から定まる固有ベクトルを用
いた距離尺度として，マハラノビス距離や部分空間法の類似
度がある．これらを用いた文字認識システムは高い認識性能
を示すことが知られている ���．
部分空間法は少数の低次の固有ベクトルのみを用いて認識
を行うものであり，マハラノビス距離を用いた手法でも計算
量削減のために低次の固有値・固有ベクトルのみを用いた認
識手法等が提案されている．その場合，認識に有効な固有ベ
クトルを選択することが必要となるが，これまで各固有ベク
トルが認識率にどのように寄与するかの考察はほとんど行わ
れていなかった．
本研究では，一部の固有ベクトルのみを用いた認識実験を
行うことで，それぞれの手法で認識率に寄与する固有ベクト
ルについて考察する．

� マハラノビス距離と部分空間法の類似度
���を未知入力ベクトル，標本平均ベクトルとし，��を標
本分散共分散行列の第 �固有値，�

�
を ��に対応する固有ベ

クトルとすると，�二乗�マハラノビス距離 �����は ���式で
表わされる．ただし，�は特徴ベクトルの次元数である．
また，�を未知入力ベクトル，�

�
を標本相関行列の第�固

有値に対応する固有ベクトルとすると，部分空間法の類似度
����は ���式で表わされる．ただし，�は � � �である適当
な値である．
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� 実験および結果
各固有ベクトルの認識率への寄与を知るため，�������にお
いて第������～第���� 固有ベクトルを用いた次の距離尺度
で認識実験を行う．
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なお，本実験では��
��のひらがな ��字種を使用し，第
�～第 ��セットを認識用，第 ��～第 ���セットまでを辞書
作成用とした．サンプルは文字画像を �
� �
の大きさに非
線形正規化 ���した後，重複しない 
画素 ��� ��の黒画素数
を �次元とする，���
次元特徴量に変換した．

��� 認識に用いる固有ベクトルの打ち切り
�	���
�式において������ � �のもとで����と認識率の関
係を調べた．結果を図 �に示す．
マハラノビス距離では低次成分のみを用いた場合の認識率
が非常に低かった．部分空間法の類似度では低次成分のみで
高い認識率を示し，���� � ��程度で頭打ちになった．

��� 認識に用いる固有ベクトルの等分割
�	���
�式において
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として認識実験を行った．ただし 	は � � 	 � �の整数であ
る．結果を図 �に示す．
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図 �� 固有ベクトルを途中で打ち切った場合の認識率
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図 �� 固有ベクトルを等分割した場合の認識率

マハラノビス距離では第 ��～第 ��固有ベクトルを用いた
場合の認識率が最高となっており，一般に高次の固有ベクト
ルが有効に働いている．部分空間法の類似度では第 �～第 ��
固有ベクトルを用いた場合のみ認識率が高く，それ以外の認
識率はほぼ �であった．

� まとめ
本研究では，マハラノビス距離および部分空間法の類似度
において認識に寄与する固有ベクトルを考察するために，一
部の固有ベクトルのみを用いた認識実験を行った．
その結果，マハラノビス距離では比較的高次の固有ベクト
ルが，部分空間法の類似度では低次の固有ベクトルのみが認
識に寄与していることが分かった．また，部分空間法が少な
い次元数で高精度な認識を実現できることが確認された．
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